
　2009年秋、農林水産省の支援により生産者と消費者を結び

つける都市住民参加型市場マルシェ・ジャポンが全国８都市

で始まりました。

　マルシェ・ジャポン・センダイは昨年12月にサンモール一

番町でスタート。本学食産業学部でも出店し、附属農場で採

れた新鮮な農産物やオリジナルの日本酒（※）などを販売し

ています。販売を担うのは有志の学生ボランティア。雪の降

る日も風の吹く日も元気よく接客に励んできました。

　現在、食産業学部では学生・教職員の垣根を超えた実行委員

会を組織し、ナチュベジ、醸造研、製パン、鍋部といった学

生サークルのメンバーを中心に、今年度の出店やイベントの

企画に向けた準備を行っています。マルシェでは、マーケ

ティングを実践的に学習する販売実習の場や卒業研究の

フィールドとしても活用させていただいています。マル

シェは学生が地域の人々と接する貴重な窓口となってい

ます。

　これから夏にかけて勢いづく畑と共に、私たちもパワー

アップして出店に臨みます。8月は21、22、28日、9月は

11、12、18、19日

に出店を予定して

います。ぜひ宮城

大のブースを応援

しに来てください。

※日本酒の販売は

８月下旬以降にな

る予定です。

（食産業学部フード

ビジネス学科

助教　谷口葉子）

��������
―食産業学部  マーケティングを実践で学ぶ―

マルシェマルシェ・・ジャポンに出店していまジャポンに出店していますす
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看
護
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
ス
タ
ー
ト

優
れ
た
指
導
者
・
研
究
者
の
養
成
を
目
指
す

看
護
学
研
究
科
長　

武
田　

淳
子

　

看
護
学
研
究
科
で
は
、
今
年

の
4
月
に
待
ち
に
待
っ
た
博

士
後
期
課
程
が
ス
タ
ー
ト
致

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学

部
4
年
間
、
博
士
前
期
課
程

（
修
士
課
程
）
2
年
間
、
博
士
後

期
課
程
（
博
士
課
程
）
3
年
間

の
教
育
体
系
が
整
い
、
地
域
の

看
護
職
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

多
く
の
卒
業
生
・
修
了
生
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
す

る
体
制
が
充
実
し
た
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

後
期
課
程
で
は
、
人
の
生
涯

に
わ
た
る
健
康
支
援
を
総
体

的
に
教
育
研
究
す
る
看
護
の

統
合
分
野
と
し
て
「
生
涯
健
康

支
援
看
護
学
分
野
」
を
置
き
、

地
域
の
医
療
や
看
護
に
対
す

る
深
い
知
識
と
高
度
な
研
究

開
発
能
力
を
も
ち
、
優
れ
た
教

育
力
や
管
理
能
力
を
も
っ
て

看
護
実
践
の
改
革
を
追
究
・
統

括
で
き
る
『
高
度
看
護
実
践
指

導
者
』
や
『
看
護
教
育
研
究
者
』

の
養
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
課
程
で
は
、
人
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
や
健
康
状
態
、
生

活
の
拠
点
等
に
基
づ
い
て
区

分
さ
れ
た
各
看
護
専
門
領
域

（
小
児
看
護
学
、
成
人
看
護
学
、

地
域
看
護
学
等
）
の
専
門
性
を

さ
ら
に
統
合
・
包
括
し
た
看
護

支
援
方
法
を
研
究
開
発
し
て

い
く
た
め
に
、
合
同
ゼ
ミ
や
集

団
指
導
の
機
会
を
多
く
取
り

入
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の
ひ

と
つ
で
す
。
今
年

度
は
、
3
人
の
定

員
枠
に
4
人
の
入

学
者
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
博
士
後

期
課
程
の
設
置
に

伴
っ
て
、
博
士
前

期
課
程
に
つ
い
て

も
教
育
課
程
を
整

備
し
、「
研
究
能

力
養
成
コ
ー
ス
」

と
「
高
度
専
門
職

業
人
養
成
コ
ー

ス
」
の
2
コ
ー
ス

制
に
す
る
と
と
も

に
、
仕
事
を
続
け

な
が
ら
学
ぶ
大
学

●１面…看護学研究科博士後期課程スタート、食産業学部「マルシェ・ジャポン」に出店　●２面…会長・学長あいさつ、事業計画・報告、予算・決算
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●７面…大学祭、学生会、キャンパスカレンダー　●８面…保健室・学生相談室から、｢教員からの一言｣

記 事

一 覧

院
生
が
多
い
と
い
う
本
研
究

科
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
長
期

履
修
制
度
や
夜
間
開
講
等
の

教
育
方
法
の
特
例
措
置
を
講

ず
る
な
ど
修
学
環
境
の
整
備

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
多
く
の
卒
業
生
・
修

了
生
の
方
々
が
入
学
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し

て
お
り
ま
す
。

Message

マルシェ・ジャポン・センダイに出店した

宮城大ブース＝仙台一番町

授 業 風 景



（敬称略）

会　長　後　藤　栄　志

副会長　沖　野　佳　秀

　〃　　古　山　由美子

　〃　　下　山　晴　朗

理　事　今　井　美紀子

　〃　　太　田　勝　志

　〃　　加　藤　幹　夫

　〃　　笹　川　桃　子

　〃　　佐　藤　直　子

　〃　　佐　藤　ゆり子

　〃　　�　野　　　匡

　〃　　�　橋　　　清

　〃　　千　葉　清　純

　〃　　中　野　三　郎

　〃　　永　山　順　姫

　〃　　和　田　達　雄

監　事　阿　部　孝　一

　〃　　大　�　佳　子

平成22年度後援会役員

１年間

よろしくお願いします

備　　　考予算額項　　　目

新入生・編入生・終身会員18,260,000会 費

収　
　
　

入

参加費＠4,000×48人192,000大学保護者懇談会

0雑 収 入

保健、予防接種、オリエンテーション他10,472,649大 学 諸 経 費

8,840,199繰 越 金

37,764,848収 入 計

人件費等2,028,064事 務 費

支　
　
　
　
　

出

理事会等経費352,188会 議 費

大学祭、サークル助成等11,893,208事 業 費

192,000大学保護者懇談会

卒業生記念品　他4,084,000卒業記念積立金

保健、予防接種、オリエンテーション他12,580,172大 学 諸 経 費

1,000,000記念事業等積立金

486,265予 備 費

32,615,897支 出 計

内　　　容

4月3日総 会
年6回理 事 会
会長副会長会議2回特 別

委 員 会 学生代表との意見交換会2回（各キャンパス毎）
サークル（41団体）

各種助成 学生会（4委員会）
大学祭、ガーデンキャンパス
資格取得奨励金支給

支援事業

オープンキャンパス経費一部助成
看護国家試験対策費助成
看護実習用マスク購入支援
インターンシップ意見交換会経費助成
留学生住宅総合補償金一部助成
卒業生（学部生）への記念品（万年筆）

卒業記念
事 業

大学への記念品
（大和：プロジェクター、太白：キャンパスベンチ）
卒業記念パーティ助成
菅原文太氏・小泉武夫氏講演会とパネル
ディスカッション「宮城大学と保護者の集い」主催事業
合同企業研究会開催
第29・30・31号会報発行

平成21年度一般会計決算平成21年度事業報告

（卒業記念事業積立金）

備　　　　考予算額項
　

目

＠6,000円×456人（入学生分）
＠1,000円×1,348人（在校生分）

4,084,000積立金収　

入 7,031,894繰越金

11,115,894収入計

2,568,000事業費支　

出
8,547,894繰越金

11,115,894支出計

（記念事業等積立金）

備　　　　考予算額項　目

一般会計より積み立て1,000,000積立金
収　

入

0雑収入

6,142,886繰越金

7,142,886収入計

1,271,025事業費支　

出
H22年度へ5,871,861繰越金

7,142,886支出計

平成21年度特別会計決算

　

宮
城
大
学
が
県
を
設
立
団
体
と
す
る
公

立
大
学
法
人
と
な
っ
て
ま
る
１
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
法
人
化
の
目
的
は
、
教
育
、
研

究
、
社
会
貢
献
の
水
準
を
一
段
と
向
上
さ

せ
て
、
宮
城
大
学
を
東
北
地
域
の
卓
越
し

た
知
の
拠
点
に
変
え
て
い
く
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。
教
育
面
で
は
、
共
通
教
育
及
び

３
学
部
専
門
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大

幅
改
正
を
実
施
し
ま
し
た
し
、「
学
習
奨

励
基
金
」
で
意
欲
あ
る
学
生
の
学
習
支
援

事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。（「
学
習
奨

励
基
金
」
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

法
人 
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

理
事
長
・
学
長　

馬
渡　

尚
憲

い
ま
し
た
。）

　

高
い
能
力
を
身
に
つ
け
て
国
際
社
会
及

び
地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出

で
き
る
よ
う
に
、
役
員
、
教
職
員
一
同
、

力
が
入
っ
て
き
た
と
言
っ
て
い
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
ご
時
世
に
、
就
職
率
は　

�
９７

で
し
た
し
、
入
学
の
志
願
倍
率
・
実
質
競

争
倍
率
も
上
昇
し
ま
し
た
。
大
学
院
博
士

課
程
設
置
等
も
順
調
で
し
た
。
結
果
も
つ

い
て
き
て
い
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

法
人
化
に
よ
っ
て
、
理
事
会
を
中
心
と

し
た
自
主
・
自
律
的
な
運
営
に
移
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
後
援
会
や
同
窓
会
と
の
連
携
、

保
護
者
の
方
々
の
支
援
や
卒
業
生
の
方
々

の
支
援
が
特
に
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
き
な
り
伝
統
校
と
同
じ
よ
う
に
行
か
な

い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
と

の
連
携
・
協
力
の
緊
密
化
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
法
人
・
大
学
と
し
て
も
最
大

限
の
努
力
を
行
い
た
い
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
協
力
、
ご
支
援
の
ほ
ど
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
法
人
・
大
学
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、
徹
底
し
た
情
報
公
開
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
、
当
法
人
・
大
学
の
こ
と

を
リ
ア
ル
に
ま
た
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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日
ご
ろ
、
会
の
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
で
開
学　

年
目
を
迎
え
た
宮
城
大

１４

学
は
、
昨
年
、
公
立
大
学
法
人
と
し
て
新

た
な
運
営
の
一
歩
を
あ
ゆ
み
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
大
学
で
は
、
一
層
効
果
的
な

教
育
、
効
率
的
な
運
営
を
目
指
し
、
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
後

援
会
は
開
学
よ
り
一
年
遅
れ
の　

年
目
と

１３

な
り
ま
す
が
、
大
学
の
法
人
化
後
も
変
わ

ら
ず
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
す
大

学
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
就
職
活
動
へ
の
支
援
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
今
、
学
生
は
勿
論
保
護
者

地
域
に
誇
れ
る
活
動
を
目
指
し
て

後
援
会
会
長　

後
藤　

栄
志

の
方
に
と
っ
て
、
一
番
心
配
さ
れ
て
い
る

の
は
や
は
り
就
職
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
経
済
状
況
の
好
転
は
感
じ
ら
れ
ず
、

全
国
的
に
学
生
の
就
活
は
困
難
を
極
め
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
学
は
、
そ
の
よ

う
な
中
で
全
国
平
均
を
上
回
る
就
職
率
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
レ
ベ
ル
の

高
い
学
生
や
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
を
輩
出
し
て
い
る
、
大
学
の
教
育
の

取
り
組
み
に
、
多
く
の
企
業
が
期
待
を
寄

せ
て
い
る
現
わ
れ
と
思
い
ま
す
。
後
援
会

と
し
て
も
、
学
生
が
で
き
る
だ
け
多
く
の

企
業
と
接
点
が
持
て
る
よ
う
、
そ
し
て
最

終
的
に
自
ら
目
指
す
就
職
に
結
び
つ
く
よ

う
、
大
学
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
会
が
充
実
し
た
支
援
を
行

う
た
め
に
は
、
会
員
（
保
護
者
）
の
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
助
言
が
不
可
欠
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
の

宮
城
大
の
運
営
に
も
き
っ
と
役
立
つ
こ
と

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
支
援

事
業
の
み
な
ら
ず
主
催
事
業
に
お
き
ま
し

て
も
、
出
来
る
だ
け
保
護
者
の
皆
さ
ま
に

気
軽
に
大
学
へ
足
を
運
ん
で
頂
き
ご
意
見

を
伺
え
る
よ
う
、
企
画
を
充
実
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ

ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
私
た
ち
役
員
は
、
地
域
に
誇

れ
る
後
援
会
活
動
を
目
指
し
、
学
生
と
保

護
者
、
そ
し
て
大
学
と
皆
さ
ま
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
更
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（卒業記念事業積立金）

備　　　　考予算額項
　

目
@6,000円×430人（入学生分）2,580,000積立金収　

入
8,547,894繰越金
11,127,894収入計

@6,000円×456人2,736,000事業費
支　

出

0予備費
8,391,894繰越金
11,127,894支出計

（記念事業等積立金）

備　　　　考予算額項　目
一般会計より1,000,000積立金収　

入
5,871,861繰越金
6,871,861収入計

大学法人化記念事業1,000,000事業費
支　

出

0予備費
5,871,861繰越金
6,871,861支出計

平成22年度特別会計予算

備　　　考予算額項　　　目

新入生・編入生・終身会員17,200,000会 費

収　
　
　

入

参加者会費200,000大学保護者懇談会

0雑 収 入

予防接種、オリエンテーション2,300,000大 学 諸 経 費

5,148,951繰 越 金

24,848,951収 入 計

2,300,000事 務 費

支　
　
　
　
　

出

理事会・特別委員会経費450,000会 議 費

サークル助成等15,765,000事 業 費

200,000大学保護者懇談会

卒業生記念品2,580,000卒業記念積立金

予防接種、オリエンテーション2,300,000大 学 諸 経 費

1,000,000記念事業等積立金

253,951予 備 費

24,848,951支 出 計

平成22年度一般会計予算

内　　　　　容

4月5日総 会

年6回理 事 会

サークル（43団体）

各種助成 学生会（4委員会）

大学祭、ガーデンキャンパス

資格取得奨励金支給

支援事業
体育・文化活動に対する奨励金支給

進路対策事業支援

留学生住宅総合補償金一部助成

卒業生（学部生）への記念品
卒業記念
事 業

大学への記念品

卒業記念パーティ助成

講演会

主催事業 保護者の集い

合同企業研究会

第32・33・34号会報発行

平成２2年度事業計画



　子供はどんな大学で何を学んでいるのか、大学の田畑や家畜

小屋、キャンパスを見たくて参加しました。見学は、先生方が丁

寧に説明くださり、学生達の作業実習がどのように行われてい

るのか大変よくわかりました。農場や家畜小屋はとてもきれい

で、手の行き届いた様子や清潔

感を感じ安心できました。これか

ら子供が学ぶ事を応援する気持

ちと、農作物への感謝と感心を

高めたいと思いました。

　今後も、このような機会があ

れば是非参加したいと思います。

入学者詳細
入学
者数

実質競争
倍　　率

募集
人員

学部・学科・（種別） 出身地性  別

県外県内女男

25799591042.5100看 護 学 科看護

258275321073.0100事 業 計 画 学 科
事業

356956481043.3100デザイン情報学科

19302722495.043ファームビジネス

食産 26334514594.055フードビジネス

13211321343.532環 境 シ ス テ ム

1433143111464573.6430合　　　　計

平成２２年度　宮城大学入学者選抜試験実施状況

※出身地は、卒業高校等所在地で分類（大検は県外に分類）

入学者詳細
入学
者数

実質競争
倍　　率

募集
人員

学  部  ・  学  科 出身地性  別

県外県内女性男性

11010111（  ４）1.210看護学研究科博士前期

13404（  ２）1.33看護学研究科博士後期

81351621（１７）1.120事業構想学研究科博士前期

02022（  １）1.03事業構想学研究科博士後期

2115813（  ８）1.113食 産 業 学 研 究 科

1239242751（３２）1.149合　　　　計

平成２２年度　宮城大学大学院入学者選抜試験実施状況

※（　）内の数字は宮城大学からの進学者

　

平
成　

年
4
月
5
日
、
第　

回
入
学

22

14

式
が
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
入
学
し
た
の
は
、
看
護
学
部

1
0
4
人
、
事
業
構
想
学
部
2
1
1
人
、

食
産
業
学
部
1
4
2
人
と
今
年
か
ら

博
士
後
期
課
程
が
設
置
さ
れ
た
看
護

学
研
究
科　

人
、
事
業
構
想
学
研
究
科

15

　

人
、
食
産
業
学
研
究
科　

人
の
、
合

23

13

わ
せ
て
5
0
8
人
で
す
。

　

式
で
は
入
学
生
紹
介
に
続
き
馬
渡
尚

憲
学
長
が
式
辞
で
「
大
学
時
代
は
、
人

間
の
精
神
的
な
能
力
が
も
っ
と
も
の
び

る
時
期
で
す
。密
度
の
濃
い
大
学
生
活

を
送
っ
て
、『
知
力
』『
意
欲
』『
心
』
そ
し

て
『
判
断
力
』
の
４
つ
の
精
神
力
を
鍛
え

て
く
だ
さ
い
。」
と
述
べ
新
入
生
を
激
励

し
ま
し
た
。村
井
嘉
浩
知
事
は
あ
い
さ

つ
で
、
自
分
の
師
で
あ
る
松
下
幸
之
助

氏
の
教
え
か
ら
「
い
っ
し
ょ
に
入
学
し
た

仲
間
、
先
輩
、
そ
し
て
、
大
学
の
外
で
も

関
わ
り
を
持
つ
人
た
ち
に
心
を
開
い
て
、

積
極
的
に
働
き
か
け
れ
ば
、
教
わ
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。ぜ
ひ
、

そ
の
よ
う
な
心
が
け
で
充
実
し
た
大
学

生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
事
業
構
想
学
部

の
木
皿
菜
々
さ
ん
は
、
入
学
の
喜
び
と

と
も
に
「
宮
城
大
学
の
理
念
で
あ
る
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
精
神
と
ア
メ
ニ
テ
ィ
感

覚
を
磨
き
、
様
々
な
新
し
い
取
り
組
み

に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

入
学
式
の
後
は
、
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

で
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
の
第
一
歩
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

中村さん（右）

看護博士後期課程１期生加え
５０８人が仲間入り

果樹園 牛　舎

　

5
月　

日
（
水
）
の
昼
休
み
、
太
白
キ
ャ
ン
パ

26

ス
を
会
場
に
「
食
産
業
学
部
さ
な
ぶ
り
」
を
実
施

し
ま
し
た
。「
さ
な
ぶ
り
」
と
は
�
田
植
が
無
事

終
了
し
た
こ
と
を
田
の
神
に
感
謝
し
、
豊
作
を
祈

願
す
る
。
そ
し
て
皆
で
御
馳
走
を
食
べ
、
労
を

ね
ぎ
ら
う
�
行
事
で
す
。
事
前
に
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
、
農
場
実
習
で
栽
培
し
た
小

粒
ダ
イ
ズ
を
原
料
に
納
豆
を
作
り
、
き
な
粉
や
ア

ズ
キ
餡
も
手
作
り
し
ま
し
た
。
当
日
は
早
朝
か

ら
3
台
の
餅
つ
き
機
を
稼
働
さ
せ
、　

�
の
モ
チ

40

米
で
餅
を
作
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
後
援
会
会
員
の
方
々
に
も
参
加
い

た
だ
い
て
お
り
、
池
戸
学
部
長
と
古
山
後
援
会
副

会
長
の
ご
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
臼
と
杵
で
八
分
ま

で
つ
き
あ
が
っ
て
い
た
祝
い
用
の
餅
を
、
学
部
長

と
後
援
会
の
今
井
理
事
に
仕
上
げ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
し
て
事
前
に
作
っ
て
い
た
納
豆
餅
・
き
な
粉
餅
・
ア
ン
コ
餅
の

詰
合
せ
を
参
加
者
に
配
っ
て
、「
食
産
業
学
部
さ
な
ぶ
り
」
を
祝
い
ま
し

た
。

　

行
事
後
は
、
後
援
会
の
方
々
に
附
属
坪
沼
農
場
を
視
察
し
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
「
農
場
開
催
の
公
開
講
座
や
、
生
産
物
の
販
売
に
関
す

る
連
絡
を
も
ら
い
た
い
」
な
ど
の
ご
意
見
を
頂
き
大
変
有
意
義
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
附
属
農
場
の
充
実
に
は
後
援
会
の
御
理
解
が
不
可
欠

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
鞭
撻
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
今

回
「
さ
な
ぶ
り
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
後
援
会
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
農
場
長　

フ
ァ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
教
授　

松
森
一
浩
）

「
食
産
業
学
部
さ
な
ぶ
り
」

田
の
神
に
感
謝
し
豊
作
を
願
う

「さなぶり」へ参加してきました

平成２２年度入学式

臼と杵で祝餅

“祝い餅”の食材は全て手作り

ファームビジネス学科１年

保護者　中村美奈

厳かな雰囲気に包まれた会場 入学の決意を述べる学生代表



平
成　

年
度
卒
業
生

21

厳
し
い
就
職
状
況

の
中
で
善
戦

　

昨
年
度
2
0
1
0
年
3
月
卒
業
生
は
、
厳
し
い
情

勢
で
あ
り
な
が
ら
も　

・
6
�
強
の
就
職
率
を
達
成

96

し
、
各
学
部
と
も
全
国
平
均
で
あ
る　

・
8
�
を
大

91

幅
に
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
進
学
先
に
つ
い

て
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
事
業
構
想
学
部
計

画
学
科
に
お
い
て
千
倍
、
二
千
倍
と
も
い
わ
れ
る
超

難
関
の
国
内
最
大
手
広
告
会
社
、
ま
た
デ
ザ
イ
ン
情

報
学
科
に
お
い
て
も
国
内
最
大
手
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
総
合
サ
ー
ビ
ス
会
社
編
成
部
デ
ザ
イ
ン
部
署
へ
の

就
職
を
果
た
す
な
ど
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
大
手
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
門
へ
の
門
戸
を
押
し
開
い
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
食
産
業
学
部
に
お
い
て
は
、
特

段
に
良
い
数
値
を
達
成
し
た
第
１
期
の
反
動
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
第
２
期
目
に
お
い
て
も
フ
ー
ド
が

け
ん
引
役
と
な
っ
て
依
然
堅
調
で
あ
っ
た
と
い
え
ま

す
。
看
護
学
部
は
盤
石
の
1
0
0
�
で
し
た
。

（
キ
ャ
リ
ア
開
発
室
長　

日
原
広
一
）

看護師 79%�
�

その他 5%

保健師 7%�
�

養護教諭 2%�
�

進学7%�
�

◇平成２１年度卒業生進路状況（学部生）
卒　業　者

　区　　　分　
計その他進学就職

110011男子

看 護
看
護
学
部

953785女子

1063796計

467732男子

事 業 計 画
事 
業 
構 
想 
学 
部

604254女子

10611986計

4712827男子
デ ザ イ ン

情 報
546642女子

101181469計

192116男子
フ ァ ー ム

ビ ジ ネ ス
食　

産　

業　

学　

部

207310女子

399426計

12147男子
フ ー ド

ビ ジ ネ ス
362331女子

483738計

163310男子
環 境

シ ス テ ム
171412女子

334722計

4334848337合　　計

◇卒業生の進路

情報通信業�
18％�

金融業・保険業�
16％�

卸売・小売�
14％�

建設業 7％�

製造業 6％�

複合サービス業 5％�
公務員 3％�

飲食店・宿泊業 3％�
不動産業 3％�

運輸業 3％�
その他の業種 3％�

サービス業�
19％�

サービス業�
    9％�

その他の業種 6％�

製造業�
31％�

卸売・小売業�
25％�

複合サービス業�
　9％�

公務員 7％�

金融・保険業 5％�
飲食店・宿泊業 5％�

運輸業 3％�

看護学部

事業構想学部

食産業学部

就職先一覧（五十音順）
岩手医科大学附属病院　大崎市民病院　大衡村（保健師）　川崎幸病院　九州大学病院　国
立国際医療研究センター　国立成育医療センター　坂総合病院　塩竈市（保健師）　自治医
科大学附属さいたま医療センター　社会保険中央総合病院　昭和大学病院　昭和大学横浜
市北部病院　市立長浜病院　聖隷浜松病院　瀬戸市（保健師）　仙台オープン病院　仙台厚
生病院　仙台市（消防士）　仙台市（保健師）　仙台社会保険病院　仙台赤十字病院　鶴巻温
泉病院　東京医科歯科大学医学部附属病院　東京医科大学八王子医療センター　東京歯科
大学市川総合病院　東京慈恵会医科学大附属病院（本院）　東京慈恵会医科大附属柏病院　
東京都立病院　東邦大学医療センター大森病院　東北会病院　東北公済病院　東北厚生年
金病院　東北大学病院　戸田中央総合病院　獨協医科大学病院　福島県富岡町（保健師）　
虎の門病院　名取市（特別支援員）　日本赤十字社医療センター　平鹿総合病院　福島県
（養護教諭）　松田病院　美里町（保健師）　宮城県（保健師）　宮城県（養護教諭）　宮城県立
病院　横須賀共済病院　横浜市（保健師）　横浜南共済病院
進学先一覧（五十音順）
仙台医療センター附属仙台看護助産学校　聖路加大学大学院（ウィメンズヘルス・助産学専
攻）　浜松医科大学（助産学専攻科）　福島県立総合衛生学院（助産学科）　宮城大学大学院
（看護学研究科）

主な就職先一覧（五十音順）
〔事業計画学科〕 
アイリスオーヤマ�　�エイチ・アイ・エス　�ＮＴＴデータ東北　大衡村　�鐘崎　カメイ
�　�かんぽ生命保険　キヤノンマーケティングジャパン�　�七十七銀行　�松竹マルチ
プレックスシアターズ　ジョンソン・エンド・ジョンソン�　仙台コカ・コーラボトリング�　仙台
市　仙台ターミナルビル�　第一生命保険�　中央労働金庫　データコム�　�電通　東
北労働金庫　図書印刷�　�ニトリ　日本アイ・ビー・エム・サービス�　日本銀行　東日本
高速道路�　東日本旅客鉄道�　東松島市　�ホギメディカル　三井住友海上火災保険�
三菱地所ビルマネジメント�　宮城県　郵便局�　郵便事業�　�りそなホールディングス 
 �ワークスアプリケーションズ
〔デザイン情報学科〕 （情報システムコース）
エヌ・ティ・ティ・コムウェア�　�七十七銀行　�ＴＴＫ　東北インフォメーション・システム
ズ�　　�パールライス宮城　�日立東日本ソリューションズ　郵便事業�
〔デザイン情報学科〕 （デザイン情報コース） 
アイリスオーヤマ�　イトキン�　�クロスキャット　�フェリシモ　�三菱東京ＵＦＪ銀行
サイバーコム�　楽天�
〔デザイン情報学科〕 （空間デザインコース）
�エスケーホーム　�ＮＴＴファシリティーズ東北　�木下工務店　積水ハウス�　東北電
力�　東日本旅客鉄道�　三菱地所ホーム�
進学先一覧（五十音順）
千葉大学大学院　筑波大学大学院　東京工科大学大学院　東北大学大学院　宮城大学大学
院　横浜国立大学大学院　立教大学大学院

主な就職先一覧（五十音順）
〔ファームビジネス学科〕
�阿部蒲鉾店　あさひな農業協同組合　イオンリテール�　伊藤ハムデイリー�　�ジー
ピーエス　全国農業協同組合連合会長野県本部　　仙台中央食肉卸売市場�　仙台農業協
同組合　�セントラルフルーツ　東北労働金庫　社団法人日本食肉格付協会　みどりの農業
協同組合　郵便局�　郵便事業�
〔フードビジネス学科〕
青葉化成�　伊那食品工業�　�鐘崎　北日本くみあい飼料�　�久世　�サトー商会　
�七十七銀行　昭産商事�　白石食品工業�　仙台コカコーラ・ボトリング�　�成城石井
�ドン・キホーテ　�ニチレイフーズ　日本食研ホールディングス�　�日本政策金融公庫
�藤崎　�ヨークベニマル
〔環境システム学科〕
いしのまき農業協同組合　石巻地方広域水道企業団　新日本空調�　�ＤＮＰ東北　�日
本食品分析センター　東日本旅客鉄道�　久光製薬�　宮城県　森永乳業�　ワタミフード
サービス�
進学先一覧（五十音順）
大阪市立大学大学院　東京農工大学大学院　東北大学大学院　北海道大学大学院　宮城大
学大学院
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食
産
業
学
部
合
同
企
業
説
明
会

 
就
職
活
動
を
前
に

業
界
研
究 

�
�
�
�
�

看
護
学
部
「
医
療
機
関
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

  
県
内
外
か
ら　

機
関
を
招
く

４８

　「食産業学部なのに、なぜコンクリートの研究をやってい

るのですか」とよく聞かれます。私は農学部出身ですが、コ

ンクリート工学が専門です。作物にとって、「命の水」を農地

に導いている農業水利施設は主にコンクリートでできており、

農業用排水路の総延長は約４万5,000�、地球を10周するく

らいの距離があります。またこれらの水利施設は約25兆円

の資産価値があるといわれています。現在、コンクリートは

年間３億トンが製造されており、これまで90億トンものコン

クリート構造物が建設され、我々のくらしを支えています。

　本稿では、コンクリート産業の役割について、少し違った

視点、すなわち環境の面からお話ししましょう。コンクリー

ト産業は大量の資材を使うため、廃棄物の利用先として期待

されています。例えば、セメント工場では１トンのセメント

を製造するのに420�の廃棄物を利用しており、全体で年間

約3,000万トンの廃棄物を資源として受け入れています。そ

の量は、わが国で最終埋立される廃棄物量に匹敵しています。

最近では、家庭ごみを1,200℃ 以上の高温で、マグマ状に溶

かし冷やして固めています。これは「溶融スラグ」と呼ばれ、

年間約100万トンが製造されています。宮城県では、仙台市

松森工場、石巻クリーンセンターなどで製造されています。

この溶融スラグも砂の代替材料としてコンクリートに用いら

れています。その他にも、製鉄所から出るスラグ類、コンク

リートガラ、火力発電所から排出されるフライアッシュ、ガ

ラス屑など多様な廃棄物がコンクリート材料として有効利用

されています。

　輸出入バランスの極めて悪いわが国において、廃棄物の適

正処理は大きな課題です。コンクリートをはじめとした建設

産業のリサイクル技術は、世界でもトップクラスであり、循

環型社会の構築に向けて、今後、大きな期待が寄せられてい

ます。

コンクリート産業とリサイクル
食産業学部教授　農学博士　北辻　政文

Profile
（きたつじまさふみ）
熊本県天草市生まれ。岩手大学農学部卒業、宮城県
農業短期大学助教授、宮城大学食産業学部准教授を
経て、平成21年4月より現職。(社)日本産業機械工
業会「エコスラグ利用普及センター」顧問、(財)宮
城県環境事業公社評議員、全国コンクリート製品協
会東北支部技術委員会外部技術顧問。

リサイクルを考える！ ①

　太白キャンパスの進路指導員になりました、
大竹里保です。
　学生のみなさんには自分らしさや将来の方
向性を考えるこの時期に、より多くの社会人と
触れ合い話すことで感覚を養ってほしいと思
います。１秒でも過去は変えられない過去です。

困難に直面した時どう乗り越えるかを考え、次
に繋げてほしいと思います。何かを変えたい
と思っている人はキャリア開発室に来て下さ
い。宮城大で学ぶ学生のみなさん一人一人が、
自分らしく活き活きと生きられるよう、一緒に
考えていきたいと思います。

キャリア開発室の新戦力紹介キャリア開発室の新戦力紹介

太白キャンパス キャリア開発室

進路指導員　大竹里保さん

　

今
年
度
も
看
護
学
部
「
医
療
機
関
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、

６
月　

日
（
水
）
に
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
に
お
い
て
開
催

１６

い
た
し
ま
し
た
。今
回
で
５
回
目
と
な
る
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

学
生
へ
の
就
職
支
援
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
医
療
機
関
は
県
内
外
か
ら　

を
数
え
、

４８

３
・
４
年
生
１
８
５
人
に
対
し
医
療
機
関
の
概
要
や
採
用
情

報
等
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。学
生
は
休
憩
時
間

も
ろ
く
に
と
ら
ず
に
着
席
し
、
熱
心
に
説
明
を
聞
き
積
極
的

に
質
問
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
４
年
生
に
と
っ
て
は
本
格
的
な
就
職

活
動
の
開
始
と
な
り
、
３
年
生
に
と
っ
て
も
こ
れ
か
ら
進
路

を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

（
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
学
務
課　

古
川
睦
美
）

　

７
月
７
日
、
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
て

食
産
業
学
部
３
年
生
及
び
大
学
院
１
年
生
を
対
象
と

し
た
合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。宮
城
県
を

中
心
と
し
た
業
界
を
代
表
す
る　

社
の
企
業
・
団
体
の

１６

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
、
こ
の
説
明
会
も
４
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。今
年
は
、
就
職
環
境
の
さ
ら
な
る
悪
化
や

産
業
実
習
で
マ
ナ
ー
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
例
年
以
上
に
真
剣
か
つ
整
然
と
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

特
徴
的
だ
っ
た
の
が
、
参
加
企
業
に
内
定
し
た
４
年

生
も
説
明
会
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
で
す
。堂
々
と
落

ち
着
い
た
姿
は
、
緊
張
の
面
持
ち
の
３
年
生
に
比
べ
一

回
り
大
き
く
見
え
ま
し
た
。今
回
の
説
明
会
を
契
機
に
、

夏
休
み
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
て
、　

月
か
ら
本

10

格
的
な
就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。３
年
生
の
み
な
さ

ん
も
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
の
就
職
活
動
を
通
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
成
長
を
遂
げ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
せ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
学
生
の
志

望
す
る
進
路
に
進
め
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
総
務
学
務
課　

木
戸
要
介
） 医療機関の説明に積極的に質問する学生＝6月16日大和キャンパス体育館

16社からの情報収集に真剣かつ整然と取り組む学生＝7月7日太白キャンパスカフェテリア

ココララムム



後後後後後後後後後後援援援援援援援援援援会会会会会会会会会会のののののののののの後援会の
取取取取取取取取取取りりりりりりりりりり組組組組組組組組組組みみみみみみみみみみ取り組み

　

後
援
会
で
は
学
生
の
支
援
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
役
員
と
学
生
代
表
の
意

見
交
換
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
6
月　

日
に
大
和
キ
ャ
ン
パ

17

ス
で
、
6
月　

日
に
太
白
キ
ャ
ン
パ
ス

24

で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
学
生
か
ら
各
委

員
会
の
活
動
状
況
が
報
告
さ
れ
た
後
、

学
生
か
ら
の
要
望
や
後
援
会
役
員
か
ら

の
質
問
等
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
今
年
度
は

キ
ャ
ン
パ
ス
間
で
の
交
流
を
計
画
し
て

い
る
こ
と
や
こ
こ
数
年
交
流
が
と
ど

こ
っ
て
い
る
岩
手
県
立
大
学
と
の
交
流

に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

報
告
さ
れ
、
役
員
側
か
ら
も
是
非
進
め

て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
学
生
か
ら
は
サ
ー
ク
ル
室
の

設
備
や
大
学
祭
で
必
要
な
備
品
な
ど
に

つ
い
て
の
要
望
が
あ
り
、
役
員
側
も
理

解
は
示
し
、
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
学
生
が
実

施
し
た
通
学
バ
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
報
告
が
あ
り
、
朝
の
バ
ス
の
増
便
に

つ
い
て
話
題
と
な
り
、
後
援
会
と
し
て

も
で
き
る
こ
と
は
協
力
し
て
い
き
た
い

が
、
ま
ず
、
大
学
と
連
携
し
バ
ス
会
社

　

長
男
で
現
在
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
伸
行
氏
が
生
後
間
も
な
く
全
盲
と
わ

か
り
、
絶
望
と
不
安
の
な
か
、
手
探
り
で

子
育
て
を
ス
タ
ー
ト
し
た
辻
井
さ
ん
。
持

ち
前
の
積
極
性
と
行
動
力
で
み
ご
と
伸
行

氏
の
可
能
性
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
講
演

会
で
は
、
子
育
て
だ
け
に
限
ら
ず
、
そ
の

経
験
か
ら
得
た
生
き
方
に
つ
い
て
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

題
し
て
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
あ
き
ら

め
な
い
〜
子
ど
も
の
才
能
の
見
つ
け
方
、

伸
ば
し
方
〜
」

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
―
。

平
成　

年
度
主
催
事
業
講
演
会

２２
講
師
に
辻
井
い
つ
子
さ
ん

　

宮
城
大
学
が
設
立
さ
れ
て　

年
。
今
で
は
多
く
の
卒

１３

業
生
が
社
会
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
卒
業
生
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
大
学
に
か
か
わ
っ
て

き
た
方
々
の
中
か
ら
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
現
在
の
活

躍
の
よ
う
す
、
あ
る
い
は
外
か
ら
見
た
宮
城
大
へ
の
思
い
、

今
だ
か
ら
分
か
る
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
シ
リ
ー
ズ
�
絆
�
で
ご
紹
介
し

ま
す
。
第
1
回
は
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
同
窓
会
の
立
ち
上
げ
に
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
い
る
、
2
期
生
の
岡
本
寛
司
さ
ん
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
方
か
ら
東
京
へ
出
て
き
た
両
親
と

は
逆
に
、
大
学
の
4
年
間
を
両
親
と
離

れ
過
す
決
断
を
し
ま
し
た
。 

進
学
し

た
宮
城
大
学
で
私
が
得
た
も
の
は
、
知

識
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
大
切
な
友

人
・
師
匠
（
先
生
方
）
と
の
出
会
い
で

す
。

　

卒
業
後
、 

建
築
設
計
を
生
業
と
し

て
8
年
経
ち
ま
す
。
現
在
は
大
学
で
お

世
話
に
な
っ
た
人
の
元
で
仕
事
を
し
、

同
窓
生
と
結
婚
し
子
ど
も
を
授
か
り
、

そ
し
て
大
学
時
代
か
ら
続
く
多
く
の
人

と
の
繋
が
り
、
公
私
と
も
に
充
実
し
た

時
間
を
得
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て

「
人
と
の
出
会
い
」と
い
う
も
の
が
大
学

時
代
か
ら
続
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
「
出
会
い
」
を
こ
れ
か
ら
も
作

り
出
し
て
い
き
た
い
と
、
2
0
1
0
年

4
月
に
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
同
窓
会

「
S
P
A
C
E 
× 
V
I
S
I
O
N
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
今
後
、
卒
業
生
、
在

校
生
が
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る

活
動
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
ご
支
援

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
成
長
し
た
姿
を
見

せ
る
べ
く
、
同
じ
建
築
を
生
業
と
す
る

父
と
い
つ
か
一
緒
に
仕
事
を
す
る
事
を

夢
見
て
、
今
日
も
…
…
。　
　
　
　
　

　
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
同
窓
会

「
S
P
A
C
E 
× 
V
I
S
I
O
N
」
の

詳
細
は
こ
ち
ら

http
://w

w
w
.sp
ace-x-visio

n.co
m
/

co
ntact@

sp
ace-x-visio

n.co
m

「
な
ん
で
、
仙
台
の
大
学
に
？
」

空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
2
期
生
（
H　

年
度
卒
）　

岡
本　

寛
司

１３

に
要
望
し
て
い
く
よ
う
に
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
話
題
と
な
っ
て

い
る
ビ
オ
ト
ー
プ
の
設
置
に
つ
い
て
、
取

り
組
ん
で
い
る
学
生
か
ら
報
告
が
あ
り
、

太
白
キ
ャ
ン
パ
ス
の
自
然
に
つ
い
て
も
話

題
が
お
よ
び
、
役
員
側
も
豊
か
な
自
然
に

感
心
し
ま
し
た
。

　

後
援
会
と
し
て
も
、
常
に
学
生
等
の
意

見
・
要
望
等
を
聞
き
な
が
ら
、
大
学
、
学

生
の
為
の
支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
後
援
会
事
務
局
会
計
書
記　

菅
原
隆
之
）

日　

時
：
平
成　

年　

月　

日
（
日
）

22

10

10

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
午
後
3
時　

分
30

場　

所
：
宮
城
大
学
大
和
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂

入
場
料
：
無
料

※
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
ご
案
内
し
ま
す

活動状況を報告する学生（右）＝6月24日、太白キャンパス会議室

 
後
援
会
役
員
と
学
生
代
表
意
見
交
換
会

学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
、
充
実
し
た
支
援
を 

　毎年、講演会と同日に

開催していた「宮城大学

と保護者の集い」を、今

年度は別日程の１１月上旬

から中旬に、キャンパス

別で開催します。またこ

れまで懇親会が中心だっ

たものを、より充実した

集いとなるよう、教員の

方々にご協力いただき、

保護者向け模擬講義、就

職説明会、講演会、意見

交換会、教育相談会、懇

親会などを取り入れ、内

容も一新します。

　詳細につきましては改

めてご案内致しますので、

ぜひご参加ください。

「保護者の集い」を

「講演会」と

別日程で開催します

町内のお祭にお揃いで参加。岡本さん御一家。

KIZUNA 1



H22 MYUH22 MYU
キャンパスカレンダーキャンパスカレンダー

　今年の大学祭は、大和キャンパスでは10月９日・10日、太白キャンパスでは10月16日・17

日に、それぞれ２日間にわたって行われます。両キャンパスの実行委員長から現在の活動状況

や抱負など報告してもらいます。

4月
１日（木）春季休業（～７日）
５日（月）入学式

5月
１日（土）開学記念日（休業日）

6月
７日（月）認定看護師スクール入学式
２６日（土）入試日（大学院 大和）

7月
３日（土）入試日（食産編入 太白）
７日（水）食産業学部企業研究会
２２日（木）前期試験（～２８日）
３１日（土）オープンキャンパス（大和）

8月
１日（日）夏季休業開始（～9/30）
　　　　　オープンキャンパス（太白）
７日（土）入試日（大学院 太白）
２６日（木）入試日（AO大和）

9月
１６日（木）入試日（看護編入・AO大和）
１７日（金）入試日（大学院 大和）
２８日（火）入試日（AO 大和）

10月
１日（金）後期授業開始
９日（土）大学祭（～１０日 大和）
　　　　　ミニオープンキャンパス（大和）
１０日（日）後援会主催事業
　　　　　〈辻井いつ子さん講演会〉
１６日（土）大学祭（～１７日 太白））
　　　　　ミニオープンキャンパス（太白）
２１日（木）入試日（AO大和）

11月
上旬～中旬　後援会主催事業
　　　　　「宮城大学と保護者の集い」

１２日（金）第1回合同企業研究会
２５日（木）入試日（特別選抜）

12月
１１日（土）入試日（特別選抜、食産編入）
１７日（金）認定看護師スクール修了式
２５日（土）冬季休業開始（～1/7）

Ｈ23・1月
１５日（土）センター試験（～１６日 大和）
１９日（水）第2回合同企業研究会

2月
２日（水）後期試験（～2/8）
５日（土）入試日（大学院 大和）
１２日（土）入試日（大学院 太白）
２５日（金）入試日（一般選抜前期）

3月
１２日（土）入試日（一般選抜後期）
１８日（金）卒業式・学位授与式

たくさんの方が
来場した昨年の
オープンキャン
パス（大和）

初めての試み、
２月開催の
合同企業研究会

�MYUFES。2010�

魅せます！
「Show10」お楽しみに

　こんにちは、2010年度大学祭実行委員長

の槇祥吾です。

　早速ですが、今年の大学祭のテーマは

「show10」です。私達、大学祭実行委員会は

大学祭を宮城大学の楽しさをアピールする場

所であると考えています。そこで宮城大学の

楽しさを「魅せる＝show」と、2010年の「10」

を組み合わせてテーマは「show10」です。

　現在、大学祭実行委員は約70人という大所

帯で活動しています。最近、ロゴが決定した

り、営業活動が始まったりと、いよいよ今年

の大学祭の色が見え始めてきました。

　例年以上に学生に参加を呼びかけ、活気の

ある大学祭を目指しま

す。今年も大学祭を最

高のものにしようと委

員一同努力しています

ので、ご支援よろしく

お願い致します。

（大和キャンパス大学

祭実行委員長　計画学

科２年　槇　祥吾）

「情熱太白」へのご来場
お待ちしています

　今年の大学祭のテーマは「情熱太白」です。

このテーマは私たち実行委員だけでなく、学

生や教職員が情熱をもって作り上げるという

意味がこめられています。例年よりもたくさ

んの地域のみなさまに来場していただくため

に、太白区に密着し情熱をこめた大学祭を作

り上げようと努力しています。また、模擬店

やイベントにも趣向を凝らし、少しでも多く

「食産業学部らしさ」を前面に出せるよう現在

試行錯誤しています。

　そして大学外の人にも多く参加していただ

きたいので広告や宣伝など工夫して行い、宮

城大学食産業学部の名を少しでも広めること

ができたらいいと考え

ています。

（太白キャンパス大学

祭実行委員長　フード

ビジネス学科２年

中村浩平）

大抽選会で幸運は小学生に＝昨年大学祭（大和）

学生会代表 小嶋君（大和）、岡本君（太白）が抱負
2010年

学生会
活　動

決
意
を
新
た
に「
学
生
と
向
き
合
う
」

　

今
年
度
、
執
行
部
は
新
し
く
入
っ
た
1
年
生
と

と
も
に
、
昨
年
ま
で
と
は
違
う
意
識
を
持
っ
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
「
学
生
と
向
き
あ

う
」
こ
と
で
す
。い
ま
ま
で
そ
う
で
な
か
っ
た
の
か

と
言
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生

と
向
き
合
う
こ
と
は
大
き
な
覚
悟
が
い
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
正
面
か
ら
受

け
止
め
る
覚
悟
、
労
力
に
手
間
暇
を

惜
し
ま
な
い
覚
悟
、
責
任
の
重
さ
も
増

し
ま
す
。昨
年
は
執
行
部
と
し
て
そ
こ

か
ら
逃
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。そ
の
せ
い
で
空
回
り
し
て
や
り
切
れ
た

感
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
今
年
は
地
盤
を
固
め
、
新
た
な
決
意
を

持
っ
て
、
学
生
の
意
見
を
多
く
聞
け
る
執
行
部
の

体
制
作
り
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
す
で
に
学
生

の
多
数
の
意
見
に
よ
り
変
わ
り
始
め
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。大
変
な
の
は
当
た
り
前
、
だ
か

ら
こ
そ
や
り
が
い
の
あ
る
執

行
部
を
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

（
事
業
構
想
学
部
3
年　

小
嶋
景
太
）

　

入
学
式
か
ら
3
ヶ
月
が
経
ち
、
新
入

生
は
少
し
ず
つ
大
学
生
活
に
慣
れ
て
き

た
頃
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
、
3
年
生

は
就
職
、
4
年
生
は
卒
業
論
文
に
向
け
て
忙
し

く
な
る
時
期
で
す
が
、
ど
の
学
生
も
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

太
白
の
学
生
会
執
行
部
で
は
、
4
月
に
新
入

生
歓
迎
会
、
6
月
に
学
生
総
会
を
お
こ
な
い
、
現

在
は
球
技
大
会
や
、
大
和
と
の
交
流
会
の
実
施
に

向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
昨
年
度
か

ら
行
っ
て
い
る
太
白
の
学
生

を
対
象
に
実
施
し
た
「
バ
ス

利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
、

集
計
結
果
を
も
と
に
�
通
学

時
の
バ
ス
混
雑
�
解
決
の
た

め
の
具
体
的
な
行
動
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
新
入
生
の
少
な
い
執
行
部
で
す
が
、
今

後
も
新
入
生
の
勧
誘
を
行
う
な
ど
学
生
会
を
充

実
さ
せ
、
学
生
か
ら
の
新
し
い
要
望
に
つ
い
て
も

解
決
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（
食
産
業
学
部
3
年　

岡
本
孝
次
郎
）

「
通
学
時
の
バ
ス
混
雑
」

解
決
に
向
け
て
行
動

学生会執行部ミーティング風景＝大和キャンパス

昨年の
「保護者の集い」
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保健室から

■ 地域連携センターより公開講座のお知らせ
会場定員◎講座名　　◎講師名開講日時

仙台市市民活
動サポートセ
ンター
６階セミナー
ホール

70名

◎学都仙台サテライトキャンパス
公開講座
「動物の進化には限界がある？～
遺伝子群の働きを制限する化学
ファクター」
◎食産業学部准教授　須田義人

13：00～
14：30

9月25日
（土）

醸 室
TERAKOYA
ホール
（大崎市古川）

100名

◎地域連携シンポジウム
「歴史薫る大崎市のまちづくり～
近代化遺産群の価値共有に向け
て」
◎工学院大学教授・元文化庁技官
　後藤治 氏

13：30～
16：00

10月23日
（土）

ＴＲＵＮＫ
協同組合
仙台卸商セン
ター

50名

◎事業構想学部公開講座
「グローバル化したインダストリ
アルデザインにおける地方の力」
◎Ｔｏｍｏｋｏ　Ａｚｕｍｉ氏

13：00～
15：00

11月5日
（金）

ハーネル仙台20名
◎みやぎ県民大学
「＜親－子＞の歴史①②③④」
◎看護学部准教授　山岸利次

14：00～
16：00

11月10日
／17日／
24日／
12月1日
（水）

※参加はすべて無料です。
〈お申込み・お問い合わせ〉宮城大学地域連携センター
　TEL：022（377）8414／FAX：022（377）8282／E-mai l：renke i@myu.ac . jp

　

今
号
か
ら
、
同
窓
生
を
始
め
こ
れ
ま
で
大

学
に
か
か
わ
っ
て
き
た
方
に
、
大
学
に
ま
つ

わ
る
お
話
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
ご
紹
介
す

る
シ
リ
ー
ズ
「
絆
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
よ

り
学
生
の
た
め
、
よ
り
大
学
の
た
め
の
支
援

を
、
共
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
寄

せ
下
さ
い
。　
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「
頑
張
る
地
域
を
応
援
し
ま
す
�
」
こ
れ
は
、

最
近
政
府
が
よ
く
使
う
言
葉
で
す
。
地
域
主

権
や
規
制
緩
和
の
流
れ
の
中
で
、
地
域
活
性

化
に
強
い
意
欲
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
つ
地
域

に
は
、
お
金
の
面
だ
け
で
な
く
、
制
度
ま
で
含

め
て
応
援
し
て
い
き
ま
す
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
や
り
方
が
い
い
の
か
と
い
う
問
題
は
あ

り
ま
す
が
、
現
実
に
は
こ
れ
に
よ
っ
て
地
域

間
格
差
が
広
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
に

は
改
善
意
欲
を
持
つ
優
秀
な
人
材
が
必
要
で

あ
り
、
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を
持
っ
た
人
材

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
の
多
く
は

自
ら
の
活
躍
の
場
を
東
京
に
求
め
て
い
ま
す

が
、
自
ら
の
手
で
地
元
を
活
性
化
さ
せ
よ
う

と
い
う
気
概
を
持
っ
て
頑
張
る
人
材
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事
業
計

画
学
科
で
は
、
昨
年
か
ら
１
年
の
基
礎
ゼ
ミ

で
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治
体
の
協
力

を
得
て
、
地
域
課
題
を
理
解
し
、
そ
の
改
善
策

に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
始
め
ま
し

た
。
地
元
で
の
発
表
会
で
は
、
若
者
の
視
点

に
刺
激
を
受
け
た
と
の
評
価
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ア
イ
デ
ア
の
提
案
に

と
ど
ま
る
も
の
で
、
こ
の
経
験
を
も
と
に
自

ら
の
専
門
知
識
を
深
め
、
実
現
可
能
性
の
高

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
力
と
そ
の
実
行
力

を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　本年度４月から保健指導員として

着任いたしました山岸です。よろしく

お願いします。

　さて今年も４月に「定期健康診断」

を行いました。その結果をもとに、６月

は校医の先生の指導により、以下の結

果の学生には、個人に郵送される結

果表にピンク用紙の呼び出し票を同封して、保健室で事後指

導・受診勧奨を行いました。

　　�検尿；二次検査の有所見者

　　�体重；B M I が30以上

　　�血圧；拡張期血圧135mmHg以上または

　　　　　　収縮期血圧 85mmHg以上

　　�胸部X線、診察；有所見者

　約100人の対象者に対して、来室者は50�に至りません。検診

結果は、隠れた病気の早期発見・治療や生活習慣を見直す良い

きっかけとなります。受けっぱなしにせず、今後も健康について

の啓発と、自己管理の重要性を呼びかけていきたいと思います。

（大和キャンパス保健指導員　山岸寿子）

健診結果で

　　　健康の見直しを�

・理　事
　人事労務担当　佐々木　努
・看護学部　
教　授　　峯岸　直子
准教授　　菅原よしえ

・食産業学部　
准教授　　川島　滋和
　〃　　　石川　伸一
　〃　　　今野　政憲

�����������������公立大学法人宮城大学主要役職員紹介�����������������
役職員及び主要新任教職員を紹介します。

・共通教育センター　
教　授　マーガレット・チャン

（兼看護学部）
准教授　マシュー・ウィルソン

（兼事業構想学部）
・事務部　
事務部長　　　千葉幸太郎
参事兼総務課長　菊田　　靖
学務課長　　　小山　敏美

事
業
構
想
学
部

教
授　

徳
永　

幸
之

地
域
活
性
化
の
た
め
の

人
材
育
成
を
目
指
し
て

教
員
か
ら
の
一
言

　こんにちは。臨床心理士の山田明子です。学生相談室に着任

して今年で4年目。一緒に入学した（？）学生達は一人一人が力

をつけ、次の社会というステージに向け今日も頑張っています。

その姿を眩しく眺めつつ、私がこの４年で成長したのは体重ぐ

らいだなぁと呟いていますが、学生相談室はこの春、少し成長し

ました。

　それは、太白での開室日が週２日になったことです。開室は

月・木曜で、従来通り大和は水・金曜

なので、宮城大として週４日は随時

相談に対応できる体制が整い、以前

より少し使いやすくなりました。学生だ

けでなく学生に係るご家族の相談にも

対応し、両キャンパスが利用できるの

で、気がかりなこと等どうぞお気軽に

ご連絡ください。

（宮城大学学生相談室

スクールカウンセラー　山田明子）

両キャンパスをカバー　気軽にご相談を

学生相談室から

[お知らせ]

メールアドレスの
登録について

　後援会では、今年度から本会及び大

学の行事等の情報をメールでもお知

らせ致します。情報の配信をご希望

の方は、氏名、電話番号、ご子女の氏

名、学部学科、学籍番号を明記し、下

記アドレス宛てメールを送信下さい。

kouenkai@myu.ac.jp

※ B M I＝
体重（�）

身長2（�）


